
鹿児島県

鹿屋市 柳谷町内会（やねだん）

資料①



土台づくり

自
主
参
加
者

義
理
参
加
者

無
関
心
層

反
目
者
層

30％

30％

30％

10％

フルネーム

笑 顔

快 諾

目配り

気配り

心配り

円満な

和

脇役

（３・３・３・１=１０ の方程式）

• 企業会計原則 （人財・帳簿（数字で語る）・総力戦・納税）

• リーダー不可欠

～リーダーの前に先ず人間力～ ヒーローにならなくていい。黒子でいい

• 地域活動に補欠はいない。

～１人で頑張らなくていい。才能を引き出せばいい～

・ 地域課題を正面突破するには

～あわてるな、急ぐな、近道するな、の忍耐力・企画力・演出力・財務力～



１．住民自治

１．自主財源確保

１．還 元



高
齢
者
部

青
少
年
育
成
部

婦
人
部
・壮
年
部

文
化
部

畜
産
部

事
業
部

副館長・会計

監査委員

自治公民館長



わくわく運動遊園 全景



わくわく運動遊園建設



サツマイモ栽培

平成１４年７月１２日 記事



からいも植え付け

からいも生産活動



家
畜
ふ
ん
尿
の
悪
臭
対
策

平成１３年９月 記事

串良町 ・ 柳谷集落が一丸で
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
外
部
に
出
さ
ず
、

管
理
施
設
で
の
処
理
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
「家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
」。
完

全
施
工
を
三
年
後
に
控
え
て
早
急
な

対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
柳
谷
集
落

で
は
、
集
落
ぐ
る
み
で
環
境
対
策
に

乗
り
出
し
た
。
こ
れ
は
、
土
着
菌
を

利
用
し
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
家
畜

の
排
せ
つ
物
処
理
な
ど
を
行
う
取
り

組
み
だ
。

土着菌センター内で完成した菌を住民に配布

出
来
上
が
っ
た
土
着
菌
を
集
落

内
の
全
家
畜
に
与
え
、
ふ
ん
尿

の
無
臭
化
を
図
っ
て
い
る
。
糖

分
を
加
え
て
い
る
た
め
、
嗜
好

性
も
良
い
と
言
う
。

「飼
料
に
混
ぜ
て
与
え
る
と
、

ふ
ん
の
悪
臭
が
消
え
、
子
牛
が

下
痢
を
し
な
く
な
っ
た
。
堆
肥

に
ふ
り
か
け
る
と
ハ
エ
の
発
生

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
」
と

話
す
、
同
集
落
の
生
産
農
業

家
・吉
留
さ
ん
。
同
様
に
、
犬
や

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
に
与
え
て
い
る
家

庭
で
も
土
着
菌
の
効
果
が
あ
る

と
い
う
。

ま
た
、
各
家
庭
に
設
置
さ
れ

て
い
る
生
ご
み
処
理
用
の
コ
ン

ポ
ス
ト
で
は
、
土
着
菌
を
混
ぜ

て
堆
肥
化
。
自
家
菜
園
に
活
用

す
る
こ
と
で
集
落
外
へ
の
生
ご

み
の
排
出
を
な
く
し
て
い
る
。



土着菌製造作業



上 ： 土着菌動機作業

左上下 ： 土着菌を畑に拡散





焼酎 『やねだん』 発表会

集落全体でのパレード（左）

焼酎 『やねだん』 （右）



唐辛子を活用した新たな「やねだん」ブランド





～子どもの発達～

０～ ７才 ― 感覚・意志力・義理人情

８～１４才 ― 感情を育む

１５～２０才 ― 思考力・判断力

※ ０～１０才 ― gang age(集団で行動)



柳谷高校生クラブ結成会



高校生による『バナナのたたき売り』 ～十五夜にて～



平成１３年６月１８日 記事 平成１８年５月１５日 記事



高校生によるメッセージ放送



地域のこども達による 棒踊り



サンセットウォーキング大会



～子ども達の手づくり看板～

棒おどりの歌
ﾌﾗﾜｰﾛｰﾄﾞ



～小学校の夏休みのメッセージ放送～
２０１８年8月２７日～３０日



Uターンはじまる！ 小学生１２人・幼児１５人
～２０１８年４月現在～

～寺子屋① （学習） ～



～寺子屋②～ （集団ピアノ教室）





平成１８年５月 ４日 記事



まさかの時の
「緊急警報装置」（介護・防犯）

シルバーカート貸与





85歳以上の高齢者に
毎年1万円ボーナス支給



高齢者に『ころばん体操』









や
ね
だ
ん
塾
千
人
超
す

2018/11/8 南日本新聞

鹿
屋
市
串
良
町
上
小
原
の
柳
谷
町
内
会
、
通
称
「や
ね
だ
ん
」が
年
２
回
開

く
故
郷
創
世
塾
の
塾
生
が
、
11
月
初
旬
の
回
で
延
べ
千
人
を
超
え
た
。
町
内

会
長
の
豊
重
哲
郎
さ
ん(

77)

が
、
地
域
再
生
の
核
と
な
る
「人
徳
あ
る
リ
ー

ダ
ー
」を
養
成
し
よ
う
と
続
け
て
12
年
目
。
「や
ね
だ
ん
で
刺
激
を
受
け
た

い
」と
全
国
か
ら
集
ま
る
塾
生
た
ち
が
、
担
い
手
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

地域のリーダー育て12年目

鹿
屋

創
世
塾
は
２
０
０
７
年
に
始
ま
っ
た
。
5
月
と
11
月
、
3
泊
4
日
の
日
程
で

開
講
。
県
内
外
の
自
治
体
職
員
ら
平
均
50
人
が
訪
れ
る
。
遠
く
は
北
海
道
か

ら
も
。
塾
長
の
豊
重
さ
ん
や
卒
塾
生
ら
を
講
師
に
、
や
ね
だ
ん
の
自
主
財
源

を
つ
く
る
活
動
や
リ
ー
ダ
ー
の
心
構
え
を
学
ぶ
。
空
き
家
に
寝
泊
ま
り
し
、

住
民
と
の
交
流
も
深
め
る
。
塾
生
を
下
の
名
前
で
呼
び
、
話
す
と
き
は
目
を

そ
ら
さ
な
い
。
相
手
の
心
を
つ
か
む
豊
重
さ
ん
の
講
義
に
塾
生
は
感
動
し
、
リ

ー
ダ
ー
の
資
質
を
肌
で
感
じ
る
様
子
だ
。

豊
重
さ
ん
は
「わ
ず
か
な
間
に
み
ん
な

顔
つ
き
が
変
わ
り
、
人
徳
を
高
め
た
い

と
い
う
一
つ
の
方
向
へ
向
い
て
い
く
」と

話
す
。
24
回
目
と
な
る
11
月
2
～
5

日
に
参
加
し
た
十
島
村
の
本
砥
貴
子
さ

ん(

43)

は
「地
域
の
将
来
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
塾
長
の
思
い
が
胸
に
落
ち
た
。
体

験
を
仕
事
に
活
か
し
た
い
」。
鹿
屋
市
の

団
体
職
員
福
園
則
幸
さ
ん(

58)

は
「
人

を
動
か
す
に
は
自
分
が
動
か
な
い
と
い

け
な
い
。
守
り
に
入
り
が
ち
な
世
代
な

の
で
、
攻
め
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」

と
語
っ
た
。
塾
生
は
今
回
で
大
台
を
突

破
し
、
１
０
３
４
人
が
巣
立
っ
た
。
豊
重

さ
ん
は
「マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
ず
刺
激
を
与

え
ら
れ
る
よ
う
、
に
学
び
成
長
し
な
が

ら
、
や
ね
だ
ん
も
進
化
さ
せ
た
い
」
と
先

を
見
据
え
る

(

黒
田
昌
平)



プラチナ構想ネットワーク事務局長
小宮山 宏 氏と



石破 茂 地方創生担当相 やねだんに来訪

２０１５年１月２４日～２５日

小泉 進次郎内閣府政務官 やねだんに来訪

２０１５年８月１日～２日

総務大臣政務官 小倉將信 やねだんに来訪

２０１８年５月２日

鹿児島県知事 三反園 訓 やねだんに来訪

２０１８年１月１２日
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やねだん人口分布図 ～令和３年１月１日現在～

集落機能維持のためには？ 人口の１０％位を少子（０才～１４才）

８

７
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５

４

３

２
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５

４

３
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1

出生年 12 15 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48

年　齢 98 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48

昭　　　　和大　正

出生年 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 2
令和

年　齢 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

昭　　　和 平　　　成



地域再生

• 円満な『和』を基本に 先人たちの偉業を称え
先輩の心を敬い、感動と感謝の活動。

• ビジネス感覚と地域経営学を共有し、情熱で
人を動かす。

• 人間は誰でも社会に貢献できる力を与えられ
ている。 （もったいな～い！！）

• リーダーよ！覚悟しろ！！

• まだまだ、地域活性化には行政依存が必要
であり、行政に大いなるエールを贈りたい。



～ 著 書 紹 介 ～ 池上氏との対談

E-mail toyoshige@mail.yanedan.com

U R L    http://www.yanedan.com/



地
域
再
生
の
夢
を
紡
ぐ

2019/1/8 南日本新聞 鹿
屋
市
串
良
町
上
小
原
の
柳
谷
集
落
、
通
称
や
ね
だ
ん
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
や
土
着

菌
堆
肥
、
唐
辛
子
栽
培
で
自
主
財
源
を
つ
く
り
補
助
金
に
頼
ら
ず
限
界
集
落
を
再

生
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
23
年
間
、
町
内
会
長
を
務
め
る
豊
重
哲
郎
さ
ん(

77)

。
集
落

の
活
動
を
見
回
る
と
き
、
い
つ
も
今
村
利
郎
さ
ん(

51)

が
付
き
添
う
。
「安
心
し
て
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
」と
豊
重
さ
ん
が
信
頼
を
寄
せ
る
後
継
者
だ
。

２
人
の
関
係
は
長
い
。
豊
重
さ
ん
は
今
村
さ
ん
が
所
属
し
て
い
た
中
学
校
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
を
指
導
し
て
い
た
。
「父
親
よ
り
怖
か
っ
た
。
で
も
、
面
倒
見
が
よ
く
父

親
の
よ
う
に
大
切
な
人
に
な
っ
た
」と
今
村
さ
ん
。
豊
重
さ
ん
は
「
利
郎
は
人
が
寄
っ

て
く
る
タ
イ
プ
。
責
任
感
も
強
い
」と
目
を
か
け
て
い
た
。

今
村
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
県
外
へ
出
た
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
。
子
ど
も
会
育
成
会
長
や
校
区

体
育
協
会
長
を
経
験
し
、
豊
重
さ
ん
を
補
佐
し
た
。
協
力
的
で
な
い
住
民
も
和
に

取
り
込
み
、
集
落
を
一
つ
の
方
向
に
ま
と
め
る
。
「
人
を
動
か
す
に
は
、
自
分
が
動
か

な
い
と
い
け
な
い
」。
先
頭
に
立
っ
て
汗
を
か
く
豊
重
さ
ん
の
背
中
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー

の
心
構
え
を
教
わ
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
背
中
は
大
き
い
。
や
ね
だ
ん
の
顔
、
豊
重
さ
ん
に
学
ぼ
う
と
視
察
は
全

国
か
ら
年
間
６
千
人
を
超
え
る
。
住
民
自
治
や
自
主
財
源
確
保
の
仕
組
み
が
軌
道

に
乗
り
、
レ
ー
ル
は
安
泰
と
は
い
え
、
今
村
さ
ん
は
「後
継
の
荷
は
重
い
」
と
明
か
す
。

勤
務
す
る
会
社
で
の
立
場
や
妻
子
を

養
う
事
情
も
あ
り
、
バ
ト
ン
を
受
け

る
決
断
は
少
し
先
に
な
り
そ
う
だ
。

一
方
で
、
夢
も
あ
る
。
や
ね
だ
ん
ブ

ラ
ン
ド
の
鶏
卵
を
生
産
し
て
財
源
を

強
化
。
回
遊
性
の
高
い
集
落
に
向
け

ハ
ー
ド
整
備
に
も
取
り
組
み
、
経
済

活
動
に
限
ら
な
い
「
新
し
い
や
ね
だ

ん
」
を
模
索
す
る
。
豊
重
さ
ん
は
「ど

ん
な
リ
ー
ダ
ー
も
老
害
は
出
る
。
俺

を
踏
み
台
に
思
い
切
り
や
っ
て
ほ
し

い
」と
背
中
を
押
す
。

(

南
日
本
新
聞
社
鹿
屋
総
局
・黒
田
昌
平)



2019/1/22 南日本新聞

総
務
省
は
21
日
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
し
た
団
体

や
個
人
に
贈
る
２
０
１
８
年

度
「ふ
る
さ
と
づ
く
り
大

賞
」を
発
表
し
た
。

最
優
秀
賞(

総
理
大
臣
賞)

は
「や
ね
だ
ん
」の
通
称
で

知
ら
れ
る
鹿
屋
市
の
柳
谷

集
落
で
公
民
館
長
を
務
め

る
豊
重
哲
郎
さ
ん(

77)

が

受
賞
。
小
浜
市
阿
納
体
験

民
宿
組
合(

福
井
県)

な
ど

24
団
体
と
個
人
3
人
が

優
秀
賞
な
ど
に
選
ば
れ
た
。

18年度総務省ふるさとづくり大賞

最優秀に豊重さん
やねだん
公民館長 焼酎開発、リーダー育成

豊
重
さ
ん
は
高
齢

化
が
進
む
集
落
で
、

行
政
に
頼
ら
ず
住

民
一
体
と
な
っ
た
地

域
づ
く
り
を
展
開
。

遊
休
地
で
栽
培
し
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎

の
開
発
や
、
地
域
再

生
に
向
け
た
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
注
力
し

た
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。

豊
重
さ
ん
は
「住
民

の
協
働
あ
っ
て
こ
そ

の
地
域
づ
く
り
。
私

は
代
表
で
表
彰
さ

れ
る
だ
け
。
と
も
に

汗
を
流
し
た
亡
き

先
人
や
住
民
に
感
謝

し
た
い
」と
話
し
た
。

表
彰
式
は
2
月
4

日
に
東
京
都
内
で
開

催
す
る
。

こ
れ
に
加
え
、
総
理

大
臣
賞
だ
け
を
対

象
に
し
た
表
彰
式
も

3
月
に
行
わ
れ
る
。







コロナ渦中、だから
Time is  Now  ＝ ときは今

What  a  Wonderful  World !!

すばらしい世界を‼
＝ 危険な古民家撤去の利活用 ＝

解体後はミニグランド場に

屋外の集落民憩いの場

瓦（カワラ）は花壇の縁石に



～ 空き家のスーパーをギャラリーに ～

集落民の憩いの場に活用



～ 2020年 東京オリンピック 聖火ランナー出走！ ～



笑って集って、健康寿命にトライ！


